
東北支部

　[件　　名]　　伐採作業中 裂けあがりが発生し樹木が左足脛部に激突し受傷。

　[作業内容] 　伐採

　[発生状況]

　8：50頃　伐採（ブナの木）作業中，裂けあがりが発生し被災者側に滑り落ちた樹木が左足脛部に

　　　　　 激突し受傷した。

　　　　　 班長と作業員１名は，被災者を安静に出来る場所へ担架で移動させ，作業員１名が

　         救急要請のため電波が通じる場所へ下山を開始した。

 12：10頃　被災者は，ドクターヘリで○○県○○病院に搬送された。

　[被災程度]

　左脛骨腓骨骨幹部開放骨折　約２週間の入院治療

　[服装・装備]　　

　安全帽，作業服上下，フェイスガード，イヤーマフ，チャプス，スパイク付長靴（伐採用）

　防振手袋

　[発生原因]　

 １.現場代理人は乗込み時教育や現場において，樹木の裂け上がりについて強く周知しなかった。

 ２.広葉樹であることは確認していたが，裂けやすい樹木であることについて作業責任者または班長

　　が指導・注意しなかった。

 ３.被災者は，裂けやすい樹木で大径木であるにもかかわらず芯切りをしなかった。

 ４.広葉樹が裂け上がりやすい樹木との認識はあったが，実際に裂け上がるとは思っていなかった

　　ので，裂け上がり防止用のロ－プ等の巻き付けをしなかった。

　[再発防止対策]　

 １.作業責任者および班長はTBM-KY-R実施時，作業状況にあわせた危険要因の抽出をするよう指導し

　　全員で工法を検討後，対策をたててから作業を開始する。

 ２.大径木（直径50㎝以上）の追い口位置にチョ－ク等で印をつけ高さのずれがないかチェンソ－

　　操作者と班長の二人で確認する。

 ３.大径木（直径50㎝以上）の樹木を伐倒する場合には，裂け防止のため芯切りをする。

 ４.広葉樹は裂けやすい事を再確認し，30㎝以上の広葉樹には裂け上がり防止用ロ－プ等を確実に

　　巻き付け，裂け上がりを防止する。

　　 　　　該当項目に〇印を付ける。

　　　　2．災害状況の説明と共になるべく図面を添付すること（様式－2）。

　　　　　 特に感電の場合は支持物、電線の離隔距離その他寸法を記入する。
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再 発 防 止 対 策 報 告 書

曇

災 害 の 程 度  死亡　　 名 負傷　１名 職種　伐採作業員 年令 　３０才
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